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世
界
的
な
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
な
っ
た
コ
ロ
ナ

禍
で
、
過
去
２
年
以
上
も
活
動
自
粛
を
強
い
ら
れ

ま
し
た
。
高
頭
祭
は
縮
小
開
催
と
し
、
同
時
開
催

の
弥
彦
山
た
い
ま
つ
登
山
祭
は
中
止
を
余
儀
な
く

さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
当
初
は
終
息
状
態
か
と
思

い
ま
し
た
が
、
７
月
か
ら
コ
ロ
ナ
第
７
波
が
急
激

に
感
染
拡
大
し
て
来
ま
し
た
。
し
か
し
、
人
類
の

知
恵
と
経
験
で
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
普
及
や
感

染
防
止
対
策
が
確
立
し
、
人
流
規
制
も
な
く
各
種

行
事
も
徐
々
に
再
開
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
３
年
振

り
に
通
常
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

７
月
25
日
の
第
65
回
高
頭
祭
は
、
梅
雨
明
け
が

例
年
よ
り
１
ヶ
月
も
早
い
た
め
、
戻
り
梅
雨
的
な

雨
模
様
が
直
前
ま
で
続
き
ま
し
た
が
、
雨
天
中
止

の
な
い
高
頭
祭
の
ジ
ン
ク
ス
で
好
天
に
恵
ま
れ
ま

し
た
。
東
京
本
部
か
ら
古
野
淳
会
長
・
橋
本
し
を

り
副
会
長
・
柏
澄
子
常
務
理
事
の
執
行
部
、
小
林

政
志
前
会
長
・
日
向
祥
剛
北
九
州
支
部
長
、
込
田

伸
夫
神
奈
川
支
部
長
の
他
、
神
﨑
忠
男
元
副
会
長

主
宰
の
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
ク
ラ
ブ
同
好
会
約
30
余
名

が
越
後
集
会
と
し
て
参
加
、
越
後
支
部
会
員
も
多

数
出
席
し
盛
大
な
行
事
に
な
り
ま
し
た
。

過
去
の
高
頭
祭
は
、
お
祓
い
や
玉
串
奉
奠
な
ど

神
前
式
で
し
た
が
、
昨
年
の
高
頭
祭
か
ら
、
参
加

者
全
員
で
寿
像
に
献
花
し
て
翁
を
偲
び
顕
彰
す
る

ス
タ
イ
ル
と
し
、
お
酒
を
好
ん
だ
翁
の
レ
リ
ー
フ

に
女
性
陣
か
ら
献
酒
の
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
い
ま
し

た
。
特
に
今
回
は
高
頭
翁
の
功
績
紹
介
と
寿
像
建

立
の
経
緯
を
説
明
し
た
看
板
を
、
寿
像
近
く
に
新

規
設
置
し
て
除
幕
式
を
行
い
ま
し
た
。
高
頭
祭
終

了
後
に
古
野
会
長
か
ら
、「
高
頭
仁
兵
衛
と
日
本

山
岳
会
」
と
題
し
て
記
念
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
日
本
山
岳
会
創
設
時
か
ら
、
地
方
出
身

の
高
頭
翁
が
東
京
で
会
務
に
従
事
し
て
お
り
、
更

に
莫
大
な
金
銭
的
支
援
で
財
務
基
盤
を
確
立
す
る

な
ど
、
そ
の
尽
力
・
財
力
で
今
日
の
日
本
山
岳
会

に
発
展
し
て
き
た
と
の
歴
史
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

高
頭
祭
終
了
後
、
参
加
者
は
大
平
園
地
か
ら

弥
彦
本
山
奥
の
院
に
向
か
い
、
新
潟
県
登
山
祭
で

安
全
登
山
祈
願
祭
に
参
加
し
ま
し
た
。
夕
刻
よ
り

奥
の
院
か
ら
御
神
火
の
た
い
ま
つ
を
掲
げ
な
が
ら
、

麓
の
弥
彦
神
社
に
向
か
い
ま
し
た
。
宮
司
様
か
ら

ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
後
、
地
元
児
童
鼓
笛
隊
先

導
で
参
道
か
ら
市
中
へ
繰
り
出
し
、
打
ち
上
げ
花

火
の
舞
う
幻
想
的
な
雰
囲
気
の
中
を
、
粛
々
と
し

て
行
進
を
行
い
終
了
し
ま
し
た
。

一
昨
年
12
月
の
支
部
役
員
会
で
「
高
頭
仁
兵
衛

翁
寿
像
碑
修
復
実
行
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、
募

金
活
動
で
総
額
１
５
５
万
８
千
円
の
募
金
が
集
ま

り
ま
し
た
が
、
そ
の
実
施
事
業
内
容
は
次
の
通
り

で
す
。
①
高
頭
仁
兵
衛
翁
寿
像
の
全
面
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
修
復
工
事
、
②
大
平
園
地
登
山
口
に
「
高
頭

仁
兵
衛
翁
寿
像
」
の
ス
テ
ン
レ
ス
製
案
内
看
板
新

設
、
③
大
平
園
地
登
山
口
の
既
設
案
内
看
板
地
図

を
「
日
本
山
岳
会
高
頭
仁
兵
衛
翁
寿
像
」
と
追
記

し
た
新
版
地
図
に
張
替
、
④
高
頭
翁
紹
介
と
寿
像

説
明
看
板
の
新
設
、
を
実
施
し
ま
し
た
。
機
会
を

見
つ
け
て
現
地
を
訪
れ
て
、
新
装
寿
像
や
新
設
看

板
を
見
学
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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高
頭
祭
と
弥
彦
山
た
い
ま
つ
登
山
祭
を
通
常
開
催

　
　
　

～
寿
像
修
復
事
業
完
了
と
実
施
内
容
～

�

支
部
長　

桐
生　

恒
治

私の一枚
　佐藤一栄さんと峡彩山岳会の歴代会
長の皆様との山行の時です。佐藤さん
から藤島玄さんを紹介いただき日本山
岳会への入会となりました。多くの岳
人との豊かな交流を進めて頂きたい、
とのお願いでありました。この写真は
両津加茂口から金北山への登山途中で
スノーホテル（雪洞）に泊り、翌日金
北山からスカイラインに沿って相川へ
歩いた時のものです。このことは、「岳
神11号」昭和47年（1972年）発行の中
で「大佐渡山脈縦走」として斎藤平七
さんが掲載しています。歴代会長後列
左より佐藤さん山岸さん斎藤さん前列
井口さんです。
� 藤井与嗣明
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地
域
の
山

大お
お
げ
な
し
や
ま

毛
無
山
（
１
４
２
９
ｍ
）

�

春
日
　
良
樹

大
毛
無
山
は
、
上
越
の
青
田
難
波
山
（
９
４
９

ｍ
）
～
火
打
山
（
２
４
６
２
ｍ
）
に
連
な
る
頸
城

山
塊
の
中
程
に
位
置
す
る
。
第
三
紀
中
新
世
、
海

底
に
堆
積
し
た
砂
泥
互
層
が
隆
起
し
て
で
き
た
山

で
あ
る
。
サ
メ
の
歯
、ニ
シ
ン
の
骨
や
鱗
、褐
藻
類
、

木
の
葉
な
ど
の
化
石
や
北
陸
随
一
と
称
さ
れ
る
海

底
の
砂
に
残
さ
れ
た
さ
ざ
波
の
化
石
「
漣れ
ん

痕こ
ん

」
も

産
出
す
る
。

日
本
海
に
隣
接
し
冬
の
季
節
風
が
直
撃
す
る

た
め
、
山
稜
は
10
ｍ
を
超
え
る
豪
雪
に
見
舞
わ
れ

る
。
そ
の
た
め
、
１
５
０
０
ｍ
に
満
た
な
い
低
山

な
が
ら
、
谷
筋
に
は
７
月
末
ま
で
雪
渓
が
残
り
、

ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
、
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
、
ザ
ゼ
ン
ソ

ウ
、
サ
ン
カ
ヨ
ウ
、
マ
イ
ヅ
ル
ソ
ウ
、
オ
オ
サ
ク

ラ
ソ
ウ
、
コ
キ
ン
レ
イ
カ
、
ツ
バ
メ
オ
モ
ト
、
シ

ラ
ネ
ア
オ
イ
、
ヒ
メ
シ
ャ
ガ
、
タ
ケ
シ
マ
ラ
ン
、

モ
ウ
セ
ン
ゴ
ケ
な
ど
、
亜
高
山
や
高
山
の
植
物
が

豊
富
で
、
花
の
大
毛
無
山
と
呼
ば
れ
る
所
以
で
あ

る
。山

名
は
、
昔
か
ら
里
山
の
薪
炭
林
と
し
て
伐
採

さ
れ
大
木
が
無
い
こ
と
か
ら
、「
大
き
な
木
無
し
」

に
由
来
す
る
と
言
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
南
北

朝
時
代
ま
で
は
戸
隠
・
飯
綱
・
妙
高
山
と
と
も
に

熊
野
修
験
の
影
響
下
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、「
お

ほ
け
な
し
＝
恐
れ
多
い
ほ
ど
尊
い
山
」
の
意
が
妥

当
で
あ
る
。

登
山
口
は
、
ロ
ッ
テ
ア
ラ
イ
リ
ゾ
ー
ト
か
ら

続
く
林
道
大
毛
無
線
の
終
点
。
８
台
ほ
ど
駐
車
可

能
。
通
称
「
堀
割
」
と
呼
ば
れ
る
眺
望
の
よ
い
峠

に
向
か
っ
て
林
道
を
50
ｍ
登
る
と
左
手
に
登
山
道

の
案
内
看
板
が
あ
る
。
標
高
は
１
０
６
４
ｍ
。
山

頂
ま
で
は
、
水
平
距
離
２･

２
㎞
、
標
高
差
３
６

５
ｍ
、
１
時
間
30
分
～
２
時
間
の
道
程
。「
矢
代

の
自
然
を
活
か
す
会
」
の
皆
さ
ん
が
整
備
を
継
続

し
て
い
る
た
め
、
し
っ
か
り
と
し
た
登
山
道
で
あ

る
。
登
山
口
か
ら
15
分
ほ
ど
の
急
登
で
、
尾
根
に

出
る
。
ブ
ナ
再
生
林
の
林
床
に
、
ツ
バ
メ
オ
モ
ト

や
ツ
ル
ア
リ
ド
オ
シ
の
小
花
を
愛
で
つ
つ
10
分
ほ

ど
平
坦
な
尾
根
道
を
歩
け
ば
、
サ
ラ
サ
ド
ウ
ダ
ン

ツ
ツ
ジ
が
生
え
る
シ
ナ
ノ
キ
坂
の
登
り
が
待
っ
て

い
る
。
炭
焼
き
索
道
跡
地
や
ス
キ
ー
場
リ
フ
ト
終

点
で
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
進
む
と
大
嶺
の
谷
地

に
着
く
。
ザ
ゼ
ン
ソ
ウ
と
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
が
咲
く

小
さ
な
湿
原
で
標
高
は
約
１
２
５
０
ｍ
。
小
さ
な

水
溜
ま
り
が
あ
り
、
殻
長
５
㎜
ほ
ど
の
微
小
な
二

枚
貝
ニ
ホ
ン
マ
メ
シ
ジ
ミ
が
生
息
す
る
。
こ
こ
か

ら
山
頂
ま
で
は
、
30
～
40
分
程
度
。
途
中
、
休
み

場
の
清
水
が
湧
き
出
し
て
い
る
。
水
量
は
少
な
い

が
冷
水
が
枯
れ
る
こ
と
は
無
く
、
登
山
者
の
喉
を

潤
し
て
く
れ
る
。
こ
の
場
所
に
は
遅
く
ま
で
雪
渓

が
残
る
こ
と
が
あ
り
、
滑
落
し
な
い
よ
う
注
意
が

必
要
で
あ
る
。
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
や
ヒ
メ
シ
ャ
ガ

が
散
在
す
る
斜
面
を
登
り
残
雪
が
残
る
前
山
を
通

過
す
る
と
、
山
頂
は
目
前
で
あ
る
。
山
頂
で
は
、

妙
高
戸
隠
連
山
国
立
公
園
の
妙
高
・
火
打
・
焼
山
、

西
頸
城
の
権
現
・
鉾
ヶ
岳
、
海
谷
山
系
の
烏
帽
子

岳
・
阿
弥
陀
山
な
ど
の
山
々
が
大
パ
ノ
ラ
マ
で
迎

え
て
く
れ
る
に
違
い
な
い
。

大
毛
無
山
の
登
山
適
期
は
、
林
道
大
毛
無
線

の
雪
が
溶
け
、
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
が
咲
く
６
月
末
～

７
月
中
旬
が
よ
い
だ
ろ
う
。
詳
し
い
登
山
情
報
は
、

矢
代
の
自
然
を
活
か
す
会
の
Ｈ
Ｐ
で
得
る
と
よ
い
。

登
山
道
の
整
備
状
況
や
花
な
ど
の
情
報
が
満
載
で

あ
る
（
検
索
＝
大
毛
無
山
・
登
山
情
報
）。

猪
熊
隆
之
氏
の
「
山
岳
気
象
セ
ミ
ナ
ー
」

講
演
会
と
フ
ィ
ー
ル
ド
講
習
を
開
催

�

　
　
　
　
大
場
　
勲

【
講
演
会
】 

（
日
時
）

　

令
和
４
年
６
月
４
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
～

（
会
場
）
黒
埼
市
民
会
館　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
参
加
者
数
）
約
90
名　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

県
内
山
岳
関
係
者
が
多
数
参
加
し
ま
し
た
。

◎
猪
熊
隆
之
氏
に
つ
い
て　
　

　

新
潟
県
出
身
の
山
岳
専
門
の
気
象
予
報
士

　

国
立
登
山
研
修
所
の
講
師
、
専
門
調
査
員

　

２
０
１
１
年
（
平
成
23
年
）
に
日
本
初
と
な
る

　

山
岳
専
門
の
気
象
会
社
ヤ
マ
テ
ン
を
設
立
。

◎
気
象
遭
難
Ｔ
Ｏ
Ｐ
４

　

１　

低
体
温
症

　

２　

落
雷

　

３　

沢
の
増
水

　

４　

突
風
に
よ
る
転
滑
落

◎
気
象
遭
難
を
防
ぐ
に
は

　

１　

登
山
前
日
に
天
気
図
確
認

　

・�

一
般
の
天
気
予
報
は
地
上
用
で
あ
り
、
山
に

は
山
の
天
気
が
あ
る
事
を
理
解
す
る
。

　

・
起
床
後
、
す
ぐ
に
空
を
確
認
（
早
朝
か
ら
雲

　
　

の
や
る
気
を
チ
ェ
ッ
ク
）

　

２　

登
山
中
に
雲
や
風
を
確
認

　

・�

開
け
た
現
場
に
着
い
た
ら
、
出
来
る
だ
け
風

上
側
の
空
を
観
察
し
風
を
感
じ
る
。

　

・�

小
屋
到
着
後
、
直
ぐ
に
気
圧
を
読
み
翌
日
の　

朝
と
比
較
し
て
気
圧
の
動
き
を
把
握
す
る
。

Ⅰ　

山
の
天
気
の
基
本

　

・
天
気
が
崩
れ
る
の
は
雲
が
で
き
る
か
ら

　

・
上
昇
流
が
起
き
る
場
所

　

・�

地
上
天
気
図
か
ら
風
を
読
む
時
に
重
要
な
の

は

　

・
雲
の
種
類
と
風
と
の
関
係

　

・
山
岳
の
気
象
特
性

Ⅱ　

も
っ
と
も
怖
い
気
象
遭
難

　

・
低
体
温
症
と
は

　

・�

低
体
温
症
を
防
ぐ
に
は
、
衣
服
の
ス
リ
ン
グ

を
し
っ
か
り
締
め
る
等
の
防
風
対
策
と
風
速

１
ｍ
／
ｓ
で
体
温
１
度
程
度
の
低
下
を
見
込

む
こ
と
。

　

・
引
き
返
し
ポ
イ
ン
ト
と
は

Ⅲ　

落
雷
と
局
地
豪
雨
か
ら
身
を
守
る

　

・
落
雷
と
局
地
豪
雨
を
も
た
ら
す
の
は
積
乱
雲

　

・�

雷
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
、
絶
対
近
付
い
て
は

ロッテアライリゾートスキー場

大毛無山
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い
け
な
い
場
所
（
尖
っ
た
山
頂
、
突
き
出
た

岩
、
高
い
木
、
岩
場
等
滑
落
の
危
険
が
あ
る

場
所
）
を
知
る
。

　

・�
登
山
中
は
観
天
望
気
（
雲
の
動
き
や
風
向
、

強
さ
、
湿
り
気
を
感
じ
な
が
ら
、
経
験
を
も

と
に
天
気
を
予
想
す
る
）

　

・
ど
こ
に
避
難
す
べ
き
か

Ⅳ　

気
象
遭
難
を
防
ぐ
た
め
の
方
法

　

・
計
画
段
階
で
リ
ス
ク
を
想
定

　

・
引
き
返
し
ポ
イ
ン
ト
を
決
め
る

　

・
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
を
決
め
る

　

・�

霧
に
覆
わ
れ
そ
う
な
時
の
避
難
の
タ
イ
ミ
ン　

グ
は
、
冷
た
い
風
と
生
暖
か
い
風
が
交
互
に

吹
き
始
め
る
時
な
ど
。

【
フ
ィ
ー
ル
ド
講
習
】

（
日
時
）
令
和
４
年
６
月
５
日
（
日
）
午
前

（
会
場
）
古
津
八
幡
山
遺
跡
（
新
潟
市
秋
葉
区
）

（
参
加
者
数
）
20
名

　

今
回
の
フ
ィ
ー
ル
ド
講
習
会
場
の
古
津
八
幡
山

古
墳
は
、
古
代
の
円
墳
が
往
時
の
姿
に
復
元
整
備

さ
れ
た
も
の
で
す
。
一
般
に
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
手
入
れ
が
行
き
届
い
た

古
墳
頂
部
に
立
つ
と
展
望
が
効
き
、
雲
観
察
の
適

地
で
し
た
。

　

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
多
種
多
様
の
雲
が

そ
こ
こ
こ
に
出
現
。
そ
の
都
度
、
猪
熊
氏
に
解
説

し
て
頂
き
な
が
ら
観
察
し
ま
し
た
。
普
段
、
さ
ほ

ど
気
に
す
る
こ
と
の
無
い
雲
に
つ
い
て
考
え
る
良

い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

第
５
回
子
ど
も
登
山
教
室
の
中
止
…

こ
れ
か
ら
の
事
業
展
開
に
繋
ご
う
！

自
然
保
護
委
員
会
　
靏
本
　
修
一

　

支
部
の
新
事
業
と
し
て
立
ち
上
げ
た「
山
の
日
」

の
子
ど
も
登
山
教
室
。
糸
魚
川
市
で
計
画
し
た
５

ケ
年
計
画
が
終
了
と
な
っ
た
。
第
１
回
か
ら
３
回

ま
で
は
順
調
に
進
ん
だ
が
、
４
～
５
回
と
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
受
け
、
中
止
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
残
念
無
念
の
感
が
残
っ
て
い
る
。

　

手
元
に
、
３
回
目
ま
で
の
「
活
動
記
録
集
」
が

あ
る
。
そ
の
都
度
、
実
行
委
員
会
を
開
催
し
て
検

討
し
、
計
画
・
準
備
・
実
践
・
総
括
し
た
内
容
が

ま
と
め
て
あ
る
。今
後
に
活
き
る
貴
重
な
資
料
だ
。

次
年
度
か
ら
は
、
糸
魚
川
の
取
組
を
ベ
ー
ス
に
し

て
、
他
地
域
で
の
開
催
に
広
げ
て
い
く
こ
と
が
支

部
の
課
題
で
あ
る
。
子
ど
も
た
ち
が
見
せ
た
自
然

観
察
や
山
頂
で
の
輝
く
瞳
を
心
の
糧
に
し
て
、
仲

間
と
の
協
働
に
よ
る
新
た
な
取
組
に
繋
ぎ
た
い
。

高
頭
寿
像
碑
説
明
看
板
除
幕
式
報
告

小
山
　
一
夫

　

高
頭
祭
終
了
後
、
寿
像
碑
説
明
看
板
の
除
幕
式

が
古
野
淳
会
長
、
北
九
州
支
部
・
日
向
支
部
長
、

桐
生
支
部
長
、
後
藤
副
支
部
長
が
参
加
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
寿
像
碑
に
は
武
田
久
吉
氏
の
寿
像
銘

文
が
あ
る
が
、
風
雪
で
読
め
な
い
状
態
で
す
。

　

高
頭
碑
は
大
平
園
地
の
見
晴
ら
し
の
良
い
場
所

に
あ
り
家
族
連
れ
の
格
好
な
休
憩
場
所
に
な
っ
て

い
ま
す
。
昨
年
、
寿
像
碑
修
復
事
業
に
皆
様
の
ご

協
力
で
多
額
の
浄
財
を
頂
き
修
復
事
業
も
終
わ
り

ま
し
た
が
、
残
金
が
有
り
高
頭
碑
の
案
内
板
を
作

成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
高
頭
仁
兵
衛
翁
の

功
績
を
、
多
く
の
登
山
者
や
観
光
客
に
伝
え
る
こ

と
が
出
来
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
寿
像
碑
周
辺

を
含
め
修
復
事
業
が
完
了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

弥
彦
山
環
境
整
備
活
動
、

�

草
刈
り
と
清
掃
活
動
報
告

小
野
寺
　
昭
彦

・
日
時
：
令
和
４
年
７
月
25
日
（
月
）

　
　
　
　

９
時
～
12
時

・
場
所
：
弥
彦
山
山
頂
か
ら
大
平
園
地
周
辺

・
参
加
人
数
：
21
名

【
目
的
】

　

今
年
は
大
き
く
２
点
の
課
題
を
持
ち
草
刈
り
等

を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

①�

第
65
回
高
頭
祭
の
一
環
と
し
て
、
新
設
し
た
高

頭
翁
寿
像
の
紹
介
看
板
の
除
幕
式
を
実
施
す
る

こ
と
か
ら
、
特
に
多
く
の
参
加
者
の
来
場
が
見

込
ま
れ
る
大
平
園
地
ま
で
の
階
段
周
辺
を
重
点

的
に
行
う
。
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②�

近
年
外
来
種
（
フ
ラ
ン
ス
ギ
ク
や
オ
オ
キ
ン
ケ

イ
ギ
ク
等
）
の
成
長
が
著
し
く
、
山
頂
奥
の
院

付
近
で
は
刈
払
い
後
の
経
過
観
察
も
視
野
に
入

れ
行
う
。

【
実
施
】

　

活
動
は
２
班
に
分
け
、
１
班
は
大
平
園
地
登
り

口
周
辺
～
階
段
両
脇
～
大
平
園
地
ま
で
。
２
班
は

大
平
園
地
登
り
口
～
９
合
目
～
弥
彦
山
山
頂
（
奥

の
院
）
ま
で
。
開
会
の
あ
い
さ
つ
で
は
日
本
山
岳

会
越
後
副
支
部
長
後
藤
正
弘
が
清
掃
活
動
へ
の
参

加
に
対
し
感
謝
の
意
を
伝
え
、
事
務
局
か
ら
本
日

の
作
業
内
容
を
説
明
し
た
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
班
ご

と
で
詳
細
な
打
合
せ
、
そ
し
て
本
格
作
業
に
入
り

ま
し
た
。
１
班
の
大
平
園
地
ま
で
の
階
段
両
脇
は

人
が
交
差
で
き
な
い
ほ
ど
雑
草
が
繁
茂
し
３
台
の

草
刈
り
機
が
大
活
躍
、
ま
た
２
班
も
奥
の
院
で
は

１
台
き
り
の
草
刈
り
機
が
休
み
な
く
稼
働
し
続
け

ま
し
た
。

【
外
来
種
に
つ
い
て
】

　

近
年
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
原
産
の
フ
ラ
ン
ス
ギ
ク
が

道
端
で
よ
く
見
か
け
ら
れ
、
こ
の
弥
彦
山
に
お
い

て
も
大
平
園
地
や
山
頂
付
近
で
目
立
つ
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
今
回
の
草
刈
り
で
は
弥
彦
村
産
業
部

観
光
商
工
課
と
調
整
を
図
り
な
が
ら
、
以
下
の
対

応
方
針
を
決
め
て
い
ま
す
。

①
刈
り
取
っ
た
草
は
で
き
る
限
り
袋
詰
め
す
る
。　
　
　
　

②�

山
頂
奥
の
院
の
鳥
居
付
近
は
フ
ラ
ン
ス
ギ
ク
を

根
こ
そ
ぎ
取
り
そ
の
後
経
過
を
観
察
す
る
。

③�

袋
詰
め
し
た
フ
ラ
ン
ス
ギ
ク
等
は
弥
彦
村
が
処

分
す
る
。

【
活
動
を
終
え
て
】

　

作
業
は
猛
暑
の
中
、
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
対
策
に
も
気
を
つ
か
い
な
が
ら
12
時
無
事
終
了

し
ま
し
た
。
参
加
し
て
下
さ
っ
た
皆
様
ご
協
力
い

た
だ
き
感
謝
い
た
し
ま
す
。

ア
ル
プ
ス
と
海
を
つ
な
ぐ
「
栂
海
新
道
」

開
通
50
周
年
記
念
登
山

朝
日
岳
・
犬
ケ
岳
・
白
鳥
山
縦
走

山
行
委
員
長
　
渡
辺
　
茂

日　
　

時
：
２
０
２
２
年
８
月
４
日
（
木
）

�

～
７
日
（
日
）　

メ
ン
バ
ー
：�

渡
辺�

茂
、
後
藤�

正
弘
、
遠
藤�

俊
一
、

井
口�

光
利
、
佐
藤�

博
、
君�

清
、

　
　
　
　
　

井
口�

礼
子

　

５
日
は
５
時
前
に
、
本
会
会
員
靏
本
氏
所
有
の

岳
修
山
荘
を
親
不
知
観
光
ホ
テ
ル
駐
車
場
に
向
け

出
発
。
駐
車
場
に
て
予
約
し
て
お
い
た
ジ
ャ
ン
ボ

タ
ク
シ
ー
に
乗
り
込
み
登
山
口
の
北
又
小
屋
に
７

時
前
に
到
着
。
朝
食
後
、
北
又
川
に
か
か
る
吊
り

橋
を
渡
り
イ
ブ
リ
尾
根
に
取
り
付
く
。
標
高
７
０

０
ｍ
前
後
と
涼
し
い
が
、
原
生
林
の
急
坂
に
汗
を

流
し
な
が
ら
イ
ブ
リ
山
へ
の
各
『
山
頂
標
識
』
を

目
指
す
。
５
合
目
に
水
場
の
案
内
看
板
が
あ
り
３

分
ほ
ど
行
く
と
水
場
が
あ
っ
た
。
11
時
半
に
イ
ブ

リ
山
に
到
着
。
ク
サ
リ
の
あ
る
岩
場
を
過
ぎ
る
と

よ
う
や
く
木
道
の
斜
面
や
両
脇
に
花
々
が
咲
き
、

さ
ら
に
進
む
と
夕
日
ケ
原
に
出
た
。
夕
日
ケ
原
か

ら
は
草
原
地
帯
、
チ
ン
グ
ル
マ
や
ム
シ
ト
リ
ス
ミ

レ
な
ど
様
々
な
花
を
観
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
こ

か
ら
緩
や
か
な
斜
面
を
上
る
と
木
道
の
先
に
赤
い

屋
根
の
朝
日
小
屋
と
残
雪
、
木
道
の
コ
ン
ト
ラ
ス

ト
の
景
色
が
疲
れ
を
忘
れ
さ
せ
る
。

　

６
日
は
朝
日
小
屋
５
時
半
に
出
発
、
途
中
に
は

花
々
が
咲
き
、
背
後
に
は
劔
岳
、
大
日
岳
、
毛
勝

三
山
を
見
る
こ
と
が
出
来
た
。
山
頂
か
ら
「
吹
上

の
コ
ル
」
ま
で
が
雪
田
が
あ
る
花
街
道
と
な
り
多

種
多
様
な
花
々
が
咲
き
誇
っ
て
い
た
。
樹
林
帯
を

下
る
と
、
眼
下
に
は
桃
源
郷
と
い
わ
れ
る
ア
ヤ
メ

平
で
あ
り
、
木
道
沿
い
に
ヒ
オ
ウ
ギ
ア
ヤ
メ
が
名

残
惜
し
そ
う
に
咲
い
て
い
た
。
ま
た
ま
た
樹
林
帯

を
抜
け
急
斜
面
を
降
り
小
川
を
渡
る
と
ベ
ン
チ
の

あ
る
黒
岩
平
で
あ
っ
た
。
付
近
に
リ
ュ
ウ
キ
ン
カ

や
チ
ン
グ
ル
マ
が
咲
い
て
い
た
が
昔
の
記
憶
と
は

違
っ
た
景
色
と
な
っ
て
い
た
。
栂
海
新
道
は
真
に

花
々
が
咲
き
誇
る
天
空
の
楽
園
で
あ
る
。

　

７
日
、
今
日
も
晴
れ
、
ス
タ
ー
ト
は
長
い
下
り

で
少
し
登
る
と
狭
い
平
坦
な
黄
連
山
と
な
り
、
菊

石
山
直
下
の
水
場
ま
で
進
む
と
涼
風
が
吹
き
抜
け

る
と
気
持
ち
の
良
い
ブ
ナ
林
に
休
憩
地
が
あ
っ

た
。
こ
こ
か
ら
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
を
繰
り
返
し
登
り

き
る
と
菊
石
山
の
山
頂
で
あ
っ
た
。
い
よ
い
よ
最

後
の
急
登
を
登
る
と
下
駒
ヶ
岳
、白
鳥
山
に
到
着
。

あ
と
は
下
る
の
み
、
シ
キ
割
り
の
水
場
で
昼
食
と

し
急
坂
を
慎
重
に
降
り
る
と
坂
田
峠
に
出
た
。
こ

こ
か
ら
尻
高
山
、
二
本
松
峠
を
経
て
入
道
山
を
越

え
て
親
不
知
観
光
ホ
テ
ル
に
到
着
、
さ
ら
に
５
分

ほ
ど
階
段
を
降
り
る
と
日
本
海
で
あ
っ
た
。
今
ま

で
深
い
山
の
中
を
歩
き
、
目
の
前
の
海
に
た
ど
り

着
く
と
今
回
計
画
し
た
栂
海
新
道
を
完
歩
し
た
実

感
が
湧
い
て
き
た
。

古
道
調
査

新
緑
の
美
し
い
「
塩
の
道
」
を
日
本
海
か
ら

中
山
峠
越
え
、
大
網
峠
越
え

　
後
藤
　
正
弘

〇
２
０
２
２
年
５
月
14
日
（
土
）　

雨
の
ち
曇
り

　

日
本
海
か
ら
中
山
峠
越
え　

９
名

〇
２
０
２
２
年
５
月
15
日
（
日
）　

晴
れ

　

根
知
か
ら
大
網
峠
越
え　

11
名　

　

「
塩
の
道
」
と
は
、
糸
魚
川
市
か
ら
信
州
松
本

ま
で
延
び
る
約
１
２
０
㎞
の
松
本
街
道
の
こ
と

だ
。
信
濃
で
は
糸
魚
川
街
道
、
千
国
街
道
と
も
呼

ば
れ
る
。
日
本
海
側
か
ら
塩
荷
や
海
産
物
が
ボ
ッ

カ
や
牛
の
背
に
よ
っ
て
運
ば
れ
、
庶
民
の
暮
ら
し

を
支
え
た
。

　

14
日
は
雨
模
様
の
な
か
日
本
海
の
起
点
を
出

発
、
市
街
地
か
ら
縄
文
遺
跡
の
あ
る
美
山
公
園
の
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丘
陵
地
を
越
え
て
大
野
に
入
る
。
大
野
地
区
か
ら

中
山
峠
を
越
え
て
仁
王
堂
そ
し
て
根
知
駅
ま
で
踏

査
し
た
。「
ウ
ト
ウ
」
と
呼
ば
れ
る
Ｕ
字
状
の
道

跡
や
石
仏
群
、
茶
屋
跡
な
ど
遺
構
が
残
り
往
時
を

思
い
浮
か
べ
た
。
山
行
後
、
山
口
の
「
塩
の
道
資

料
館
」
で
職
員
の
熱
心
な
説
明
を
受
け
た
。
泊
り

は
「
岳
修
山
荘
」
で
交
流
を
深
め
た
。

　

翌
日
は
根
知
（
小
学
校
）
か
ら
山
口
地
区
へ
入

り
、
関
所
跡
か
ら
山
岳
地
帯
の
白
池
、
大
網
峠
そ

し
て
大
網
宿
へ
と
踏
査
を
進
め
た
。
残
雪
も
多
く

素
晴
ら
し
い
自
然
の
中
で
気
持
ち
よ
く
歩
く
こ
と

が
で
き
た
。
そ
れ
に
し
て
も
大
網
峠
か
ら
大
網
宿

ま
で
、
悪
路
の
連
続
で
ボ
ッ
カ
の
苦
労
が
し
の
ば

れ
る
。

古
道
調
査

米
沢
街
道

　
渡
邊
　
忠
次

　

米
沢
街
道
十
三
峠
（
鷹
ノ
巣
・
榎
・
大
里
峠
）

　

昨
年
秋
の
会
津
街
道
諏
訪
峠
の
古
道
調
査
に
続

い
て
、
越
後
と
米
沢
を
結
ん
で
い
た
米
沢
街
道
十

三
峠
の
う
ち
の
新
潟
県
側
、
鷹
ノ
巣
峠
、
榎
峠

（
戊
辰
戦
争
激
戦
地
）、大
里
峠
（
大
蛇
伝
説
の
地
）

を
今
年
６
月
12
日
に
調
査
し
た
の
で
報
告
す
る
。

当
初
は
山
形
側
も
検
討
し
た
が
日
程
的
に
無
理
が

あ
る
こ
と
か
ら
越
後
側
の
三
峠
を
実
施
し
た
。

　

米
沢
街
道
十
三
峠
は
１
５
２
１
年
（
大
永
元

年
）
伊
達
14
代
稙
宗
（
た
ね
む
ね
・
政
宗
の
曽
祖

父
）に
よ
り
大
里
峠
が
開
か
れ
た
の
が
始
ま
り
で
、

江
戸
時
代
に
か
け
て
順
次
整
備
さ
れ
、
そ
の
後
、

上
杉
藩
に
よ
り
宿
駅
、
伝
馬
制
度
が
整
う
と
街
道

の
重
要
性
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
っ
た
。
１
８

８
５
年
（
明
治
18
年
）
小
国
新
道
（
旧
一
般
国
道

１
１
３
号
）
が
開
通
し
て
か
ら
十
三
峠
の
役
割
は

徐
々
に
終
わ
り
を
迎
え
た
。

　

過
去
に
は
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
、
良
寛
、
原

敬
、
十
辺
舎
一
九
、
伊
達
政
宗
な
ど
多
く
の
著
名

人
が
往
来
し
た
こ
の
街
道
を
越
後
支
部
会
員
20
名

が
踏
破
し
た
。
参
加
者
は
32
歳
か
ら
88
歳
ま
で
の

平
均
年
齢
70
歳
で
は
あ
る
が
、
ま
だ
ま
だ
現
役
の

ツ
ワ
モ
ノ
ば
か
り
で
あ
る
。
関
川
村
の
道
の
駅
に

隣
接
す
る
ゆ
ー
む
駐
車
場
８
時
集
合
出
発
し
た
。

鷹
ノ
巣
峠
入
口
の
下
川
口
集
落
で
開
会
式
後
鷹
ノ

巣
峠
、
榎
峠
を
越
え
て
大
里
峠
入
口
の
清
水
が
湧

き
出
る
小
広
場
で
昼
食
を
と
る
。
出
発
時
か
ら
曇

り
空
で
雨
が
心
配
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
早
め
は
や

め
の
行
動
と
な
り
大
里
峠
の
県
境
を
越
え
て
山
形

県
小
国
町
玉
川
集
落
に
午
後
３
時
30
分
頃
到
着
し

た
。
迎
え
の
た
め
に
早
朝
に
配
置
し
て
い
た
デ
ポ

車
４
台
に
分
乗
し
て
出
発
点
に
戻
り
閉
会
式
後
解

散
し
た
。

　

こ
の
古
道
調
査
の
計
画
か
ら
実
施
ま
で
支
部
の

皆
様
か
ら
的
確
な
指
導
助
言
を
い
た
だ
い
た
。

　

ま
た
地
元
関
川
村
山
の
会
会
長
始
め
会
員
に
参

加
協
力
を
い
た
だ
き
無
事
終
了
し
た
こ
と
を
報
告

す
る
と
と
も
に
皆
様
に
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ

る
。

　

最
後
に
、
十
三
峠
と
言
え
ば
「
黒
沢
峠
」
の
ブ

ナ
や
ナ
ラ
林
の
中
の
３
６
０
０
段
の
敷
石
、
茶
屋

跡
、
一
里
塚
。
最
大
の
難
所
と
言
わ
れ
た
「
宇
津

峠
」
が
有
名
で
あ
る
が
、
何
れ
も
山
形
県
側
。
今

後
機
会
を
見
て
早
春
、
晩
秋
の
十
三
峠
を
ご
堪
能

く
だ
さ
い
。

古
道
調
査

八
十
里
越

　
井
口
　
光
利

　

令
和
４
年
７
月
３
日
早
朝
５
時
30
分
、
三
条
市

吉
ヶ
平
山
荘
前
に
集
合
し
越
後
支
部
会
員
他
23
名

で
八
十
里
越
（
県
境
の
木
ノ
根
峠
ま
で
）
を
踏
査

し
ま
し
た
。
当
日
は
日
本
山
岳
会
の
坂
井
広
志
副

会
長
が
途
中
ま
で
同
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
峠
道
は
、
古
道
（
江
戸
時
代
に
使
用
し
、

幕
末
長
岡
藩
一
行
が
越
え
た
旧
八
十
里
越
）、
中

道
（
明
治
14
～
27
年
）、
新
道
（
明
治
28
年
）
と

変
遷
し
、
現
在
は
新
道
（
一
部
古
道
）
が
残
っ
て

い
ま
す
。

　

八
十
里
越
は
六
十
里
越
と
並
ん
で
、
古
く
か
ら

越
後
と
会
津
を
結
ぶ
生
活
の
道
で
あ
り
、
歴
史
の

道
で
し
た
。
八
十
里
越
の
名
称
は
、
道
が
難
を
極

め
一
里
を
平
地
の
十
里
に
例
え
た
と
さ
れ
て
お

り
、
峠
越
え
の
道
が
ど
れ
程
険
し
か
っ
た
か
が
伺

え
ま
す
。
越
後
か
ら
は
塩
・
魚
類
を
、
会
津
か
ら

は
繊
維
原
料
・
人
足
等
、
ま
た
文
化
交
流
の
道
と

し
て
明
治
末
期
ま
で
往
来
し
て
き
ま
し
た
。
総
距

離
は
32
㎞
、
休
憩
を
含
ま
ず
約
10
時
間
の
行
程
で

し
た
。

　

こ
の
度
の
踏
査
は
、
吉
ケ
平
か
ら
県
境
の
木
ノ

根
峠
を
目
指
し
ま
し
た
が
、
随
所
に
あ
る
沢
の
横

断
や
途
中
降
雨
に
あ
っ
た
り
等
で
予
定
が
遅
れ
気

味
と
な
り
、
木
ノ
根
峠
ま
で
後
１
㎞
手
前
で
タ
イ

ム
ア
ウ
ト
と
な
り
、
大
白
川
林
道
を
経
由
し
て
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
の
待
つ
ゲ
ー
ト
ま
で
12
時
間
の
行
程

で
し
た
。

　

参
加
者
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
無
事
当
初

の
目
的
を
達
成
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

古
道
調
査

金
北
山
～
檀
特
山
～
金
剛
山
の

三
山
駆
け

　
藤
井
　
与
嗣
明

　

金
北
山
か
ら
檀
特
山
、金
剛
山
を
「
佐
渡
三
山
」

と
称
し
、
男
子
三
歳
或
は
五
歳
に
な
る
と
父
親
は

親
戚
の
人
（
親
の
兄
弟
や
血
筋
の
濃
い
男
性
）
を

頼
ん
で
、「
三
山
駆
け
」
の
風
習
が
昭
和
の
初
め

頃
ま
で
盛
ん
に
お
こ
な
わ
れ
た
。
古
く
か
ら
お
こ

な
わ
れ
た
こ
れ
ら
の
「
三
山
駆
け
」
を
山
岳
古
道

と
し
て
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。

番屋乗越にて
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今
回
の
調
査
に
お
い
て
、
金
北
山
へ
は
多
く
の

ル
ー
ト
が
あ
り
、
古
く
里
宮
の
あ
っ
た
と
さ
れ
る

麓
、
新
保
集
落
か
ら
の
栗
ヶ
沢
か
ら
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

７
月
27
日
、林
道
終
点
の
栗
ヶ
沢
を
ス
タ
ー
ト
。

ル
ー
ト
の
祓
川
は
、
昔
日
の
人
は
こ
の
水
場
で
手

を
洗
い
、
汗
を
拭
い
て
喉
を
潤
し
、
身
体
を
清
め

て
山
頂
へ
向
か
う
。
金
北
山
か
ら
ド
ン
デ
ン
山
で

の
古
道
の
面
影
は
、
役
ノ
行
者
堂
跡
に
２
体
の
石

仏
や
風
化
し
た
道
標
が
見
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。

　

28
日
、
前
夜
か
ら
明
け
方
に
か
け
て
の
大
雨
も

止
み
、
霧
が
濃
い
。
朝
霧
は
晴
天
の
知
ら
せ
だ
。

　

尻
立
山
か
ら
は
昨
日
の
金
北
山
、
今
日
の
金
剛

山
が
遥
か
に
望
ま
れ
る
。
展
望
が
良
い
の
は
、
ド

ン
デ
ン
山
と
金
剛
山
で
、
杉
を
主
体
と
し
た
樹
林

帯
を
歩
く
こ
と
に
な
る
。
私
は
腰
痛
か
ら
、
摂
生

に
務
め
て
き
ま
し
た
が
比
較
的
な
れ
た
佐
渡
の
山

で
も
、
長
い
ル
ー
ト
か
ら
痛
さ
が
再
発
し
、
途
中

リ
タ
イ
ヤ
と
な
っ
た
こ
と
が
悔
や
ま
れ
る
。

古
道
調
査
山
行
の
ご
案
内

魚
沼
江
戸
古
道
「
銀
の
道
」
を
歩
く

　
松
井
　
潤
次

　

今
か
ら
三
百
余
年
前
の
江
戸
時
代
初
め
、
奥
只

見
銀
山
平
で
銀
鉱
が
発
見
さ
れ
て
以
来
、
閉
山
さ

れ
る
ま
で
の
２
０
０
年
間
、
銀
運
び
出
し
の
道
と

し
て
往
時
、賑
わ
い
栄
え
た
枝
折
峠
の
旧
道
が「
銀

の
道
」
で
す
。

　

魚
沼
市
駒
の
湯
か
ら
標
高
差
９
０
０
ｍ
約
８
㎞

の
登
り
で
明
神
峠
を
越
え
、
標
高
差
４
５
０
ｍ
約

４
㎞
を
銀
山
平
石
抱
橋
ま
で
下
る
全
長
12
㎞
の
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
で
す
。

　

落
葉
が
始
ま
る
晩
秋
に
、
道
中
の
目
安
と
し
た

一
服
場
跡
に
往
時
を
思
い
馳
せ
歩
き
ま
し
ょ
う
。

１
．
期
日　

２
０
２
２
年
11
月
３
日
（
木
）

２
．
集
合　

参
加
申
込
者
に
後
日
連
絡
し
ま
す
。

３
．
ル
ー
ト　

駒
の
湯
～
明
神
峠
～
石
抱
橋

　
　
　
　
　
　

（
歩
行
時
間
：
約
５
時
間
）

４
．�

参
加
対
象　

日
本
山
岳
会
越
後
支
部
会
員
で

山
岳
保
険
加
入
者
と
し
ま
す
。

５
．
参
加
募
集
人
員　
　

20
名
程
度

６
．
参
加
費　

２
０
０
０
円
程
度
（
交
通
費
）

　
　

�

下
山
口
か
ら
バ
ス
に
て
出
発
地
に
戻
り
ま

す
。

７
．
参
加
申
込　

〒
９
４
７
―
０
０
４
２

　
　

小
千
谷
市
平
沢
２
―
６
―
26
松
井
潤
次
宛

　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
：0258-83-4861

　
　

携　

帯
：090-4621-1825

　
　

e-m
ail

：m
ahojiya@

seagreen.ocn.ne.jp

８
．
申
込
締
切
日
：
10
月
23
日
（
日
）

※�

住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
年
齢
・
携
帯
・
緊

急
連
絡
先
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

「
平
日
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
」
案
内

　
小
山
　
一
夫

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
で
「
公

募
登
山
・
平
日
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
」
を
中
止
し
て
き

ま
し
た
が
、
行
動
制
限
も
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら

少
数
開
催
で
再
開
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

感
染
症
の
再
拡
大
や
最
近
の
状
況
か
ら
参
加
者

が
少
な
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
広
報
活

動
を
強
化
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

○
10
月
27
日　

会
津
の
「
須
刈
岳
・
大
仏
山
」

○
11
月
９
日　

「
番
屋
山
」

　

詳
細
は
以
下
の
連
絡
先
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

携
帯
：090-5219-7432

　

e-m
ail:�koyam

a21825@
yahoo.co.jp

越
後
支
部
年
次
晩
餐
会
を
開
催
予
定

　

コ
ロ
ナ
禍
で
過
去
２
年
間
中
止
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
今
年
度
越
後
支
部
年
次
晩
餐
会
を
12
月
10

日
（
土
）
に
新
潟
東
映
ホ
テ
ル
で
開
催
す
る
予
定

で
す
。
十
分
な
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
を
行
い
ま

す
が
、
参
加
者
は
で
き
る
だ
け
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

済
ま
せ
て
い
た
だ
く
な
ど
対
応
を
お
願
い
し
ま

す
。事

務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
支
部
会
員
動
向
（
２
０
２
２
年
４
月
～
８
月
）

１　

新
入
会
員

　
　

高
畑　

悦
武
（
１
６
９
４
１
）

　
　

君　
　
　

清
（
１
６
９
７
８
）

２　

準
会
員

　
　

那
須　

昭
裕
（
Ａ
０
４
６
０
）

３　

新
会
友

　
　

猪
熊　

隆
之
（
１
４
７
４
４
・
所
属
支
部
な
し
）

　
　

川
島
万
里
子
（
１
６
７
６
０
・
山
梨
支
部
所
属
）

４　

退
会
者

　
　

斎
藤　

桃
子
（
Ａ
０
３
７
４
）

　
　

中
原　
　

剛
（
１
２
０
４
６
）

５　

物
故
会
員

　
　

白
井
丑
太
郎
（
７
６
４
８
）

　
　

山
田　

一
介
（
４
３
４
８
）

●
支
部
会
員
総
数
（
２
０
２
２
年
８
月
末
現
在
）

　

支
部
会
員
（
準
会
員
含
む
）
１
６
１
名　

　

支
部
会
友
７
名

お
詫
び

　

前
号
の
朝
日
連
峰
の
案
内
に
お
い
て
、「
申
込

締
め
切
」
を
誤
っ
て
、「
栂
海
新
道
」
の
案
内
と

同
じ
、
と
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
関
係
す
る
皆
様

に
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

謹
ん
で
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

編
集
後
記

　

７
月
25
日
の
弥
彦
山
環
境
整
備
活
動
で
は
、
大

平
園
地
西
側
の
階
段
周
辺
で
外
来
種
の
フ
ラ
ン
ス

ギ
ク
駆
除
作
業
を
担
当
し
ま
し
た
。
取
り
こ
ぼ
し

が
な
い
よ
う
に
根
か
ら
抜
き
取
り
、
全
て
袋
に
詰

め
ま
し
た
が
、
今
後
の
推
移
を
見
守
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
は
ま
だ
ま
だ
収
ま
り
そ
う
に
あ
り

ま
せ
ん
が
、
感
染
対
策
を
行
い
、
山
行
も
増
え
て

き
ま
し
た
。
行
事
や
、
山
行
の
報
告
、
案
内
な
ど
、

支
部
報
作
成
に
協
力
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆
様

に
、
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。�

（
佐
藤
高
晴
）


